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on Pneumococci and Pneumococcal Diseases, Tronto, June 19-23, 2022, In-Person & Online.

10）佐賀由美子，吉田俊一，吉田理栄子，五十嵐笑子，嶌田嵩久，矢澤俊輔，稲崎倫子，板持雅恵，大石

和徳，谷　英樹：富山県で初確認されたイヌのSFTS 症例と飼育環境のマダニ調査，第 29 回 SADI 研究会，

石川県，令和 4.6.25

11）佐賀由美子，吉田俊一，吉田理栄子，五十嵐笑子，嶌田嵩久，矢澤俊輔，稲崎倫子，板持雅恵，大石

和徳，谷　英樹：富山県で初確認されたイヌのSFTS 症例とダニ媒介性疾患同時検出法の検討，第 39 回北

陸病害動物研究会，石川県，令和 4.7.2
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12）大石和徳：わが国の成人侵襲性肺炎球菌感染症：ワクチン導入効果と臨床病型の解析，第 52 回レン

サ球菌研究会，仙台市，令和 4.7.30 

13）佐賀由美子，吉田俊一，吉田理栄子，五十嵐笑子，嶌田嵩久，矢澤俊輔，稲崎倫子，板持雅恵，長谷

川澄代，大石和徳，谷　英樹：富山県で初めて確認されたイヌの重症熱性血小板減少症候群 2 例のウイル

ス検査所見，令和 4 年度獣医学術中部地区学会，岐阜市，令和 4.8.27-28

14）大石和徳：ウイズコロナ時代の内科ワクチン学，日本内科学会北陸支部第 87 回生涯教育講演会，富

山県黒部市，令和 4.9.4，オンライン

15）藤井ひかる，吉河智城，谷口　怜，福士秀悦，下島昌幸，山田壮一，谷　英樹，宇田晶彦，前木孝洋，

林　昌宏，原田志津子，伊藤（高山）睦代，森川　茂，西條政幸：I 型インターフェロン受容体欠損マウ

スを用いたHRTV 病態の解析，第 165 回日本獣医学会学術集会，神奈川県相模原市，令和 4.9.6-8

16）佐賀由美子，吉田俊一，吉田理栄子，五十嵐笑子，嶌田嵩久，矢澤俊輔，稲崎倫子，板持雅恵，大石

和徳，谷　英樹：富山県で確認されたイヌのSFTS 複数同時発生例，第 4 回 SFTS 研究会・学術集会，山

口市，令和 4.9.10 

17）藤井ひかる，吉河智城，谷口　怜，福士秀悦，下島昌幸，山田壮一，谷　英樹，宇田晶彦，前木孝洋，

林　昌宏，原田志津子，森川　茂，西條政幸：接種経路の違いによるハートランドウイルスの I 型イン

ターフェロン受容体欠損マウスにおける病態の比較解析，第 4 回 SFTS 研究会・学術集会，山口市，令和

4.9.10 

18）健名智子，小玉修嗣，山本　敦，井上嘉則，早川和一：モリブデン酸添加移動相を用いる逆相 HPLC-
UV 法による無機陰イオン分析，日本分析化学会第 71 年会，岡山市，令和 4.9.14-16

19）安川和志，金谷潤一，綿引正則：三本鎖 DNA 形成条件の予測と応用研究，日本分析化学会第 71 年

会，岡山市，令和 4.9.14-16

20）山下智富：熱溶解積層 3 Ｄプリンタを利用したポリプロピレン製流路チップ作製におけるプリント条

件の探索，日本分析化学会第 71 年会，岡山市，令和 4.9.14-16

21）Oishi K. Impact of pediatric pneumococcal conjugate vaccine both in children and adults in Japan: an 
importance of IPD surveillance. The 17th Congress of Asian Society of Pediatric Research. Beijing, 
China. 17-18 September, 2022, On line.

22）板持雅恵，矢澤俊輔，稲崎倫子，佐賀由美子，五十嵐笑子，田村恒介，前西絵美，磯部順子，中村雅

彦，高岡美紗，笹島　仁，川尻千賀子，谷　英樹，大石和徳：新型コロナウイルスワクチンの安全性と変

異株に対する抗体応答に関する高齢者コホート調査，第 62 回北陸信越薬剤師大会第 55 回北陸信越薬剤師

学術大会第 24 回富山県薬学会年会，富山市，令和 4.9.18-19

23）Kanatani J, Fujiyoshi S, Isobe J, Kimata K, Watahiki M, Maenishi E, Izumiyama S, Amemura-
Maekawa J, Maruyama F, and Oishi K. Characterization of bacterial microbiome in water from public 
bath, especially focusing on Legionella, The 10th International Conference on Legionella. Yokohama, 
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Japan. September 20-24, 2022.

24）冨瀬彩加，美馬伸治，今倉悠貴，山川達也，大西由美，稲崎倫子，谷　英樹，大石和徳，岩尾岳洋，

松永民秀，遠藤　摂，望月清一，鈴木　亮：市販ヒト iPS 細胞由来腸管上皮細胞を用いたヒトノロウイル

スの増殖法及びノロウイルス消毒剤評価法に関する研究，日本防菌防黴学会第 49 回年次大会，東京，令

和 4.9.26-27

25）磯部順子，前西絵美，木全恵子，金谷潤一，綿引正則，佐賀由美子，谷　英樹，大石和徳：富山県で

捕獲されたイノシシのエルシニア属菌の保有状況，第 43 回日本食品微生物学会学術総会，東京，令和

4.9.29-30

26）田村恒介，加藤智子，中崎美峰子，笹島　仁，松本かおる，守田万寿夫，大石和徳：まん延防止等重

点措置に伴う推定感染場所別症例数の推移（2021 年 8 月 20 日～ 9 月 12 日）―富山県，令和４年度地方衛

生研究所全国協議会東海・北陸支部保健情報部会，令和 4.10.14，web 開催

27）大嶋直浩，髙木規峰野，高橋夏子，堀井裕子（18 番目），他地衛研 27 名：令和 3 年度 室内空気環境

汚染に関する全国実態調査，第 59 回全国衛生化学技術協議会年会，神奈川県川崎市，令和 4.10.31-11.1

28）田村恒介，常　彬，新橋玲子，山本善裕，大石和徳，成人 IPD サーベイランスグループ：小児 13 価

肺炎球菌結合型ワクチン導入後の成人における侵襲性肺炎球菌感染症の血清型，臨床像の推移 (2013-19)，
第 65 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，長崎市，令和 4.11.3-5

29）高比良弥紀，川筋仁史，竹腰雄祐，兼田磨熙杜，木本　鴻，上野亨敏，宮嶋友希，長岡健太郎，仁井

見英樹，谷　英樹，森永芳智，山本善裕：鼻咽頭ぬぐい液および唾液の感染阻害作用とCOVID-19 臨床病

態との関連性，第 65 回日本感染症学会西日本地方会学術集会，長崎市，令和 4.11.3-5 

30）山下智富：熱溶解積層 3 Ｄプリンタを利用したポリプロピレン製フローセル作製におけるプリント条

件の探索，第 53 回 中部化学関係学協会支部連合秋季大会，令和 4.11.5-6，Web 開催

31）中山恵理子，安川和志，遊道　梓，有沢拓也，堀井裕子：GC/MSMS による食品中多成分残留農薬一

斉分析法の検討と妥当性評価結果について，第 118 回日本食品衛生学会　学術講演会，長崎市，令和

4.11.10-11

32）冨瀬彩加，今倉悠貴，山川達也，大西由美，稲崎倫子，谷　英樹，大石和徳，岩尾岳洋，松永民秀，

鈴木　亮：市販ヒト iPS 細胞由来腸管上皮細胞を用いたヒトノロウイルス増殖研究の基盤技術，第 33 回

ウイルス性下痢症研究会学術集会，長崎市，令和 4.11.12 

33）藤井ひかる，吉河智城，谷口　怜，福士秀悦，下島昌幸，山田壮一，谷　英樹，宇田晶彦，前木孝洋，

林　昌宏，原田志津子，森川　茂，西條政幸：接種経路の違いによるハートランドウイルスの I 型イン

ターフェロン受容体欠損マウスにおける病態の比較解析，第 69 回日本ウイルス学会学術集会，長崎市，

令和 4.11.13-15

34）木村美幸，小澤龍彦，吉河智城，佐野　芳，鈴木忠樹，西條政幸，谷　英樹：重症熱性血小板減少症

候群ウイルスに対するモノクローナル中和抗体の作製と性状解析，第 69 回日本ウイルス学会学術集会，
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長崎市，令和 4.11.13-15

35）谷　英樹，稲崎倫子，彼谷裕康，丸山裕美子，又野禎也，伊藤博行，菓子井達彦，五十嵐笑子，板持

雅恵，佐賀由美子，矢澤俊輔，嶌田嵩久，笹島　仁，大石和徳：COVID-19mRNA ワクチン接種後感染者

の血中中和抗体の保有状況に関する解析，第 69 回日本ウイルス学会学術集会，長崎市，令和 4.11.13-15

36）佐賀由美子，吉河智城，木村美幸，山田博司，西條政幸，谷　英樹：一回感染性重症熱性血小板減少

症候群（SFTS）ウイルスのSFTS に対するワクチン効果の有効性，第 69 回日本ウイルス学会学術集会，

長崎市，令和 4.11.13-15

37）稲崎倫子，田村恒介，板持雅恵，佐賀由美子，矢澤俊輔，五十嵐笑子，嶌田嵩久，笹島　仁，谷　英

樹，大石和徳：富山県における新型コロナウイルスのゲノム分子疫学解析，第 69 回日本ウイルス学会学

術集会，長崎市，令和 4.11.13-15

38）田村恒介，常　彬，新橋玲子，鈴木　基，山本善裕，大石和徳，成人 IPD サーベイランスグループ：

わが国の肺炎球菌ワクチンの定期接種導入と成人侵襲性肺炎球菌感染症における血清型分布の変化（2013
～ 19 年），第 26 回日本ワクチン学会学術集会，高松市，令和 4.11.26-27

39）小林美智代，前田豊信，谷　英樹，加藤靖正，廣瀬公治：ラクトフェリンのヒト小腸様細胞株 Caco-2
に対する抗ウイルス作用の解析，第 11 回東北口腔衛生学会総会・学術大会，盛岡市，令和 4.12.3

40）大石和徳：健康危機管理対策に於ける富山県の情報解析部門の現状と課題，第 36 回公衆衛生情報研

究協議会研究会，大阪市，令和 5.1.26-27（Web 開催）

41）板持雅恵，矢澤俊輔，稲崎倫子，佐賀由美子，山崎笑子，田村恒介，前西絵美，磯部順子，中村雅彦，

高岡美紗，笹島　仁，川尻千賀子，谷　英樹，大石和徳：高齢者施設におけるCOVID-19 ワクチン接種対

象者の抗体応答に関するコホート調査，第 36 回公衆衛生情報研究協議会研究会，大阪市，令和 5.1.26-27
（Web 開催）

42）田村恒介：富山県におけるCOVID-19 流行下の疫学調査，2022 年度地方感染症情報センター担当者会

議，録画配信，令和 5.1.26-2.15

43）板持雅恵，稲崎倫子，佐賀由美子，矢澤俊輔，嶌田嵩久，谷　英樹：富山県における2022 年感染症

発生動向調査について（ウイルスおよびリケッチア検出状況），令和 4 年度地方衛生研究所全国協議会　

東海・北陸支部微生物部会，名古屋市，令和 5.3.2-3（紙面開催）

44）磯部順子：16S リボゾーム RNA と ipaH を対象とした侵入性大腸菌と赤痢菌を鑑別するPCR 法の開発

とその評価，令和 4 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，名古屋市，令和 5.3. 2-3
（紙面開催）

45）木全恵子：富山県における2022 年の食中毒発生状況と腸管系病原細菌検出状況，令和 4 年度地方衛生

研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，名古屋市，令和 5.3. 2-3（紙面開催）

46）Oishi K. Impact of pediatric PCV13 and COVID-19 in adult IPD surveillance in Japan. US-Japan 
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Cooperative Medical Science Program, Metro Manila, Philippines, 9 March, 2023.

47）金谷潤一，前西絵美，田村恒介，磯部順子，大石和徳：肺炎球菌の経細胞間移動能および細胞内侵入

能の評価，第 96 回日本細菌学会総会，兵庫県姫路市，令和 5.3.16-18

48）木全恵子，金谷潤一，磯部順子，大石和徳：イノシシから分離された志賀毒素産生性大腸菌（STEC）
の解析，第 96 回日本細菌学会総会，兵庫県姫路市，令和 5.3.16-18

49）磯部順子，木全恵子，金谷潤一，伊豫田淳，大石和徳：腸管侵入性大腸菌と赤痢菌を鑑別するリアル

タイム PCR 法の開発とその評価，第 96 回日本細菌学会総会，兵庫県姫路市，令和 5.3.16-18

50）健名智子，遊道　梓，山下智富，小玉修嗣，山本　敦，井上嘉則，早川和一：逆相カラムを用いるナ

トリウム - 塩化物強塩泉中のヨウ化物イオン分析，日本薬学会第 143 年会，札幌市，令和 5.3.25-28

⑶　受賞,学位授与,資格取得等

１）受賞

五十嵐　笑子

第 63 回日本臨床ウイルス学会若手奨励賞表彰

令和 4 年 6 月 19 日

中山　恵理子

令和 4 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部長表彰

令和 4 年 8 月 3 日

稲崎　倫子

令和 4 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部長表彰

令和 4 年 8 月 3 日

九曜　雅子

日本マススクリーニング学会功労者表彰

令和 4 年 8 月 26 日

佐賀　由美子

令和 4 年度中部地区獣医学術学会地区学会長賞表彰

令和 4 年 8 月 31 日

板持　雅恵

令和 4 年度地方衛生研究所全国協議会会長表彰

令和 4 年 10 月 6 日

九曜　雅子

令和 4 年度公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰
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令和 5 年 2 月 27 日

２）学位授与

田村　恒介

令和 5 年 2 月 22 日，富山大学から博士（医学）の学位を授与

学位論文「 小児 13 価肺炎球菌結合型ワクチン導入後の成人侵襲性肺炎球菌感染症の臨床的特徴と血

清型分布のダイナミックな変化について（2013‒2019 年）」

⑷　知　的　所　有　権

発明の名称 特許権者・出願人 発明者 番号

抗SARS-CoV-2スパイク抗体
国立大学法人富山大

学・富山県

小澤龍彦，岸　裕幸，

磯部正治，黒澤信幸，

森永芳智，山本善裕，

仁井見英樹，谷　英樹

特願2021-056423
（令和3年3月30日）

ウイルスの中和抗体の検出方法
国立大学法人富山大

学・富山県

森永芳智，山本善裕，

川筋仁史，谷　英樹

特願2021-064709
（令和3年4月6日）

抗SARS-CoV-2抗体
国立大学法人富山大

学・富山県

小澤龍彦，岸　裕幸，

磯部正治，黒澤信幸，

森永芳智，山本善裕，

仁井見英樹，谷　英樹

特願2021-098970
（令和3年6月14日）

ウイルスの中和抗体の検出方法
国立大学法人富山大

学・富山県

森永芳智，山本善裕，

川筋仁史，谷　英樹

PCT/JP2022/16414
（令和4年3月31日）
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